
環境省 令和6年度 企業の脱炭素実現に向けた統合的な情報開示（炭素中立・循環経済・自然再
興）に関する勉強会
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本日お話しする内容

自己紹介

吉川 創祐（よしかわ そうすけ）

キリンホールディングス株式会社 CSV戦略部

役割：環境チームのリーダー 2024年4月～
１）キリングループ環境ビジョン（後述）の実現に向けて事業を通じた環境の取り組み
を推進すること
２）環境の変化が企業価値に与える影響を経営者に伝え、グループ経営・事業経営
の戦略に反映することと

これまでは１が中心のポジション、個人的には２のウエイトを上げようと思っています

おおまかな経歴
酒類事業のエンジニアとしてキャリアをスタート
同事業の本社部門、ブラジル赴任、気候変動対策のリーダー、海外留学、サステナビリ
ティレポーティングのリーダーを経験し、現在の役割へ

◼ キリングループと環境ビジョン

◼ 開示フレームワークの活用



キリングループと環境ビジョン
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ビール事業で培った発酵・バイオ技術を生かしたユニークな事業ポートフォリオ

食（酒類/飲料）・医に加えて、新たにヘルスサイエンス領域に事業領域を拡大、ユニークな事業ポートフォリオを構築

全ての事業の原料が「農産物」と「水」、即ち自然資本に立脚した事業

発酵&バイオテクノロジーが各領域を繋ぐコア・コンピタンス 連結売上収益 1兆9,895億円（2022年12月）

食領域

ヘルス
サイエンス
領域

医領域

キリンビール キリンビバレッジ メルシャン 小岩井乳業

協和キリン

プラズマ乳酸菌
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キリングループCSVパーパス

社会課題の解決に取り組み、「社会的価値の創造」と「経済的価値の創造」の両立で企業価値向上を目指す

「酒類メーカーとしての責任」「健康」「コミュニティ」「環境」という4つのパーパスを追求

Creating Shared Value
共通価値の創造

キリングループは、酒類メーカーとしての責任を果

たすことを大前提に、

健康、コミュニティ、環境の

３つの社会課題に貢献することをパーパス（社

会的存在価値）に据えている

社会的価値 経済的価値

CSVパーパス

環境
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「生への畏敬」とキリンの経営思想

「生への畏敬」は、ノーベル平和賞を受賞されたアルベルト・シュバイツァー博士が提唱した理念

「生への畏敬」はものづくりを生業とするキリンのDNAの核として、CSV経営・環境ビジョンのみならず人事の基本

理念（「人間性の尊重」）や “One Kirin” ValuesのDiversityなど、グループの経営思想を培っている

キリングループの経営思想

CSV経営
経済的価値（自社）と同様に
社会的価値（周囲）に貢献する

環境経営

環境ビジョン 自然と人にポジティブな影響を創出する

人事の基本理念

人間性の尊重

発展し続けようとする社員一人ひとりの
努力と個性を尊重し、
完全燃焼できる場を積極的につくる

“One Kirin” 

Values
Diversity

キリンの醸造哲学

「生への畏敬」

「生への畏敬」*

「われは、生きんとする生命にとり

かこまれた、生きんとする生命で

ある」

「善とは、生を保ち、生をうなが

し、発展し得べき生をその最高

の価値にまで達せしめること」

アルベルト・シュヴァイツァー博士

＊ 「わが生活と思想より」、アルベルト・シュヴァイツァー著、竹山道雄訳、白水Uブックス、2011年(原作1931年)、P.187-188
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早い時期から自然資本への対応を実施してきたキリングループ

2010年のCOP10を起点として自然資本（生物資源、水資源）のリスク評価を開始

2013年には「長期環境ビジョン」「生物資源利用行動計画」を発表し、具体的な取り組みを開始

※レインフォレスト・アライアンス認証は、自然と作り手を守りながら、より持続可能な農法に取り組むと認められた農園に対してあたえられる認証。 https://www.rainforest-alliance.org/ja/

1997 2010 2015 2017 2019

京都議定書
COP10

生物多様性条約第10回締約国会議 パリ協定／SDGs TCFD IPCC 1.5℃特別報告書

「キリングループ 低炭素企業アクションプラン」発表(2009) 「グループ・マテリアリティ・マトリックス」発表(2016) キリングループ環境ビジョン2050発表(2020)

RE100に加盟(2020)

SBT1.5認証へ
アップグレード(2020)

R100ペットボトル
生茶シリーズに拡大(2021)

キリンビール名古屋工場で購入電力
の再生可能エネルギー100%(2021)

全ビール工場で再資源化100%達成 (1998)

大びん100%軽量びん化 (2003)

軽量中びん開発・展開開始 (2014)

再生PET 素材100%PETボトル使用開始(2014)

SDGsイニシアチブとして「CSVコミットメント]発表(2017)

日本食品業界初のSBT認証(2017)

日本食品業界初のTCFD賛同(2018)

長期非財務目標
「キリングループ CSVパーパス」
発表(2019)

スリランカ紅茶農園
水源地保全活動開始(2018)

「キリングループプラスチックポリシー」
発表(2019)

キリングループ長期環境
ビジョン開示(2013)

生物多様性保全宣言(2010)

持続可能な生物資源調達ガイドライン・行動計画を発表(2013)

スリランカ紅茶農園へのRA取得支援開始(2013)

バリューチェーン自然資本算出・
水リスク調査(2014)

最先端節水工場・神戸
工場竣工(1997)

水源の森
(1997)

キリンビール・キリンビバレッジ・メルシャンの

紙容器FSC®認証紙比率
100%達成(2020)

2020 2022 2023

LEAPによる試行的開示(2022)
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自社で完結する取り組みの

枠を超え、取り組み

そのものとその波及範囲を

社会全体へ拡大し、

これからの世代を担う若者を

はじめとする社会とともに

未来を築いていくという考え方

最重要メッセージ: 

ポジティブインパクト

環境のマテリアリティーである

「生物資源」「水資源」

「容器包装」「気候変動」

が別々の課題ではなく、

相互に関連すること、

そのために統合的に解決する

ことが必要であるという考え方

「キリングループ環境ビジョン2050」を2020年に開示

環境の4つの重点テーマ（生物資源・水資源・容器包装・気候変動）は、別々の課題ではなく

相互に関連しているために、統合的に解決していく

単に環境負荷を下げるだけではなく、ポジティブなインパクトを起こすことも目指していく

アプローチ: 

統合的（holistic）



開示フレームワークの活用（TCFDとTNFD）
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開示フレームワークから生まれた環境ビジョン

早くからCDPに対応してきたことで把握した「リスクと機会」の認識をベースとして「長期環境ビジョン」を策定

シナリオ分析結果の説明を受けた経営層から、環境ビジョン改定・GHG排出量削減目標再設定が指示

20201997 2010 2015 2017 2019

「キリングループ 低炭素企業アクションプラン」発表(2009) 「グループ・マテリアリティ・マトリックス」発表(2016)

キリングループ長期環境ビジョン開示(2013) キリングループ環境ビジョン2050開示(2020)

※ 2009年頃より正式に回答、
2022年12月時点で、CDPAリストが、
気候変動で8回目（4年連続）、
水セキュリティでは7回目（7年連続）

T N F D

LEAPアプローチ

京都議定書
COP10 生物多様性条約
第10回締約国会議 パリ協定／SDGs TCFD IPCC 1.5℃特別報告書

C D P リスクと機会の認識

2022 2023

2019年 グループCSV委員会で報告

「キリングループ長期環境ビジョン」の改訂指示①

GHG排出量削減目標のリバイス指示②

T C F D シナリオ分析
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統合的アプローチのための重要なピースであるTNFD

CDP・TCFDによって統合的なアプローチは深化したものの、気候変動を起点にしか論じていない

自然資本の「場所」「依存性」の認識を基にしたTNFDは、統合的アプローチを完成させる重要なピース

自然
資本

地球・社会・
人への影響

地球・社会・
人への影響

気候
変動

TNFD

SBTs for Nature

TCFD

SBT

開示

目標設定

場所固有の課題

生態系サービスへの依存

自然に与える影響

自然資本の特性
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LEAPによる「場所」と「依存性」に着目した試行開示

2022年の環境報告からLEAPを用いて自然資本のインパクト分析と開示にトライした（当時は世界初）

使ってみると、ビジネスのリスクを客観的に把握・説明するためのいいツールと実感
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環境報告書2024年版での統合的な開示

環境報告書2023以降、TCFD・TNFDの統合的開示にトライしている

キリングループ環境報告書2024 (kirinholdings.com)

↑

ご覧いただき、フィードバックお願いします！

https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2024.pdf
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統合的（holistic）アプローチに向けて

TCFDに加え、TNFDのフレームワークを活用し、統合的な取り組みを整理し、さらに深化させていく

このとき、生産地を含むバリューチェーンでのJust Transitionの視点（社会を含むholistic）も重要

しかし、、、
課題は複雑にかかわりあってい
て、ビジネスとしてどこまでやる
の？という悩みも尽きない
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